
19

横野山王原遺跡

所 在 地　秦野市横野 216-1 外

調査期間　令和 2(2020) 年 4 月 1日～

	 令和 2(2020) 年 8 月 31 日

調査面積　8 区①：	 670㎡

	 7 区④：	 1197㎡

担 当 者　畠中俊明・本間元樹

調査概要

本調査は平成 26 年 10 月より新東名高速道

路建設事業に伴う発掘調査として継続していま

す。

横野山王原遺跡は、水無川をはじめ丹沢山地

から流れる河川により形成された複合扇状地に

位置しています。調査区は北東に唐沢川、南

西に矢坪沢の谷に挟まれた、標高 250 ～ 230m

ほどの緩斜面地にあります。	

令和２年度は、前年度から引き続き市道下の

7区④および 8区①の縄文時代の調査から開始

し、旧石器時代のローム層まで調査を実施し、

約 6年間に及ぶ発掘作業を終了しました。

縄文時代

縄文時代の調査ではこれまで同様、調理施設

と考えられる焼け礫がまとまった集石や、獲物

を捕獲するための陥
おとしあな

穴などが発見されました。

また、8 区①では、浅い掘り込みをもつ住居

跡 (J15 号住居跡 ) が確認されました（写真 1）。

住居跡からは縄文時代早期の土器片がややまと

まって出土したほか、黒曜石の剥片や砕片も集

中する様子が捉えられました。住居跡の北側に

隣接して、炉
ろあな

穴が発見されました。炉穴は、半

地下式に掘り込まれた遺構で、内部で火が焚か

れていました。炉穴は、燻
くんせい

製などの調理施設と

考えられ、煙出しと思われる穴が 2箇所で確

認されました ( 写真 2)。

まとめ

横野山王原遺跡の調査は、今回の調査をもっ

て、およそ 6年間におよぶ発掘作業を終了しま	

した。本遺跡では、古墳時代を除く、縄文時代～

近世までの各時代において特徴的な遺構が発見

されました。近世では、宝永 4（1707）年の富

士山宝永大噴火で降り積もった火山灰から耕地

を復旧させた天地返し痕が、遺跡全域に広がっ

ていました。弥生時代では、大形の陥穴により

狩場の存在が明らかとなりました。また、縄文

時代では後期、中期末～前期初頭、早期といっ

た複数の時期に渡る人々の生活の痕跡が確認さ

れました。今後整理作業を通して、本遺跡の全

体像を解明していきたいと思います。（畠中）

横
よこのさんのうばら

野山王原遺跡（秦野市№ 97）

第１図　調査位置図（1/25000）
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写真 1　J15 号住居跡（縄文時代早期）

写真 2　炉穴完掘状況（縄文時代早期）

第 2図　調査区配置図 (1/1000)

写真 3　陥穴完掘状況（縄文時代）

写真 4　集石検出状況（縄文時代）


